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第1章◎台風18考の気象概要   

沖縄の南渦上で発生した熱帯低気圧は9月19日午前9時、同海域で台風18号となった。20日には  

宮古島の南海上へ北上し、22日「大型で非常に強い」勢力となって沖縄本．島へ接近した。台風は強い  

勢力を維持しながら東シナ海を北東に進み、231≡】22時には牛深市の南西約230kmに達した。   

九州の西海上を北北東に進んだ台風は、24巨】5時にほ天草の下島を通過、6時頃強い勢力を保って熊  

本県北部に上陸した。   

この台風は、牛深市で観測史上最高の66．2m／sの最大瞬間風速を記録するなど猛烈な台風で、不知  

火梅沿岸では高潮が発生し、また、奥内全域にわたって暴風が猛威をふるった。   

その後、九州北部を通って周防漸へ進み、山口児宇部市付近に再上陸、中国地方西部から日本海へ進  

んだ。25日2時頃、再び北海道渡島半島へ再上陸し、オホーツク梅で温帯低気圧に変わった。   

なお、各地の最大瞬間風速の観測地は下表のとおりである。  

衰1台風18号の観測値（9月23日～24日）  

熊本地方気象台   阿蘇山測候所   人 吉 測 候 所   牛深測候所  

値  起日時分  億  起日時分  値  起日時分  値  起日時分   

最低気圧（海面）  955．5  240528  845．9  240551  973．3  240433  999．3  240359   

最 大 風 連  SE 24．9  240530  S 32．9   NNE  240600  SE 24．3  240440   27．7   

ENE  最大瞬間風速  SSE 49．0  240532  SW 54．0  240728  ESE 49．9  240308   66．2   

最大1時間降水量  18．5  240704  43．0  240720  25．0  240539  26．0  231808   

最大日降水量  38．5   24   165．0   24   79．0   24   72．0   24   

総 降 水 量  57．0  23～24  241．0  23～24  109．5  22～24  126．0  21～25   

資料）熊本地方気象台調べ   
注）1阿蘇山測候所の気圧は「現地気圧」  

2 単位：気圧＝hPa、風連＝16方位、風連＝m／s、降水畏＝mm  
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○台風18号の気象概要  

付図1台風経路図   





第2章◎農作物等の被害状況  

l被害の状況   

台風18号は、県内全域を暴風雨に巻き込み、猛烈な風により農作物や農業施設に甚大な被害をもた  

らし、さらに満潮と重なったことから、不知火海沿岸で高潮被害が発生し、農業関係の被害額は約608  

億円となった。   

水稲については、早期と高冷地単相の一部地域で収穫を終えていたことから、収穫済を除く、  

41，000haの約9割に、倒伏や潮風害等の被害が発生し、被害顆は約126億円となった。特に平坦地域  

の渦岸沿いについては、潮風害や冠水による塩害が発生した。   

野菜については、県下全域で被害が発生し、被害額は約127億円となった。詣柑別では、もっとも大  

きな被害を受けたのはメロンで、鹿本、宇城地方などで作付両横580haのうち約9捌が被害を受けた。  

次に被害の大きかったものは、トマト（ミニトマト含む）で、八代、字城地方など作付両税820haの  

約8測が被害を受けた。   

果樹については、風による落果の被害が約60億円、枝折れ、倒木等による樹体の被害が約64億円と  

なった。このうち温州みかん等のかんきつ郷の被害が最も大きく、被害額が約46億l：11で、宇城地方が  

特に大きな被害を受けた。梨は、玉名、八代、球磨地方等で被害が発生しており、被害解は約8億円と  

なった。   

施設関係については、約107位円の被害となっており、l甘訳は、ビニールハウス、ガラス温室のi簑‡芸  

施設被害額が約65億1ニー1、畜舎、農舎が約42億円となった。   

畜産については、トウモロコシなどの飼料作物の茎折れ・倒伏等が発生し、被告裸は約6億円となっ  

た。また、畜舎の損壊により、家畜の圧死が発生しており、被害顆は約ユ位円となった。   

この他に、農作物関係の被害では浸水や農含の倒壊などによるいぐさ原串の在凧一元ヲ】の被害押が約27  

億円となった。   
良地等の被害については、県下全域で約73億円の被害となった。   

農地については、田畑の畦Il畔の崩壊や冠水などにより被害椒は約36位lヨとなった。特に不知火海沿  

岸の5町（不知火川丁、松橋町、小川町、竜北町、班Ilけ）では、高潮による腱地への塩水浸入や農地への  

土砂堆潰の大きな被害が発生した。   

また、農業用施設及び海岸施設については、不知火海沿岸での高潮による堤防の崩壊のほか水路の埋  

没等が約350箇所で発生し、被害顆は約37憶l］1となった。   

なお、被害面潰、被害顆等については次ページのとおりである。   



●農作物等の被畜状況   

】】台風18罵による農業関係被害一覧  

部 門  概  要   被害面積、被害金額   
備  考  
（被害地区）   

水稲  ほぼ全域で倒伏■海岸沿いで潮風害   
36，316（ha）  
12，584（百万円）   

県下全域  

野菜  メロン、トマト等の被害   
3，598（ha）  
12．715（百万円）   

県下全域  

果樹  みかん、在しの風による落果等の被害   
8，803（ha）  
5，954（百万円）   

県下全域  

雑穀■豆類  大豆等で倒伏   
2，238（ha）  
354（百万円）   

県下全域  

花き  カスミソウ、キクなとの被害   
190（ha）  
1，397（百万円）   

県下全域  
作  

農 作  飼料作物  風による倒伏   
2，400（ha）  県下全域  

物  
585（百万円）  （芦北隙く）  

関  
工芸作物  いぐさ苗の被害   

31（ha）  
係   58（百万円）   

宇城、ハ代  

等  
樹体  風による倒伏等   

3，866（ha）  
6，373（百万円）   

県下全域  

畜舎の損壊による牛、ブロイラー   牛、鶏等   県下全域  
畜産           の圧死等   108（百万円）   （玉名除く）  

在庫品  いぐさ原華、畳表製品等の被害   2，722（百万円）   ハ代  

農作物等被害額計  42，850（百万円）  

農業施設被害   園芸用施設、畜舎、農舎の損壊   
25，483（箇所）  
10，678（百万円）   

県下全域   

田   畦畔の崩壊等   1，399．5（ha）  
3，152（百万円）   

畑   法面崩壊、畑の冠水   
68．2（ha）  
466（百万円）  

県下全域  

地  
316（箇所）  
963（百万円）  

等  
海岸施設  沿岸堤防裏法の浸食  36（箇所）  

2，736（百万円）   
手械、ハ代、天草  

農地等被害額計  7，317（百万円）   

農政部被害合計  60，845（百万円）  

※ 各地の最大瞬間風連   
熊本 49．Om／s 阿蘇山 54，Om／s 牛深 66．2m／s 人吉 49．9m／s   
合計数字はラウンドの関係で一致しないことがある。   
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＝ 県事務所別、作物、施設等、耕地関係別被害額   

第1蓑 農作物被害  

種  頴  名  県  合  計  声音  本  手  械  玉  名  鹿  本  
面 積   被害額  面 積  被害額  面 積  被害額  面 積  被害等頁  面 積  被害額   

水  陸  稲  36，316．0  12，584．096  2．054．0  645，297  4，331．9  2，533†173  3，080，0  531，965  3，254，0  LO70．990  
麦  類  
雑穀・いも頬  2，237．7   354，113  135．0  略241  51，1  15，245  18．0  1．772  16B．3  14，914  
野  乗  3，598．0  12，714，757  283，7  1．23鋸33  472．5  4，447，281  256．0  195．883  351．1  1，796†542  
果  樹  8．802．5   5，953，793  1．090，0  495，264  乙031．0  3，379，805  2．140，0  543．113  626．9  225，059  

農 作 物                                                                                                                                        工 芸 作 物   30．6   58，023  2．5   8．791  
飼料用作物  2，399，8   585，416  200．0  28．800  3．6   604  16．0  1，232  41．3   2，679  
花  き   189．8   1，396．940   5．9  40．804  22．6  379．240  0．5  6，185  25．4  259．837  
桑  
茶  
そ  の  他  

（h a）  計  53．574．4  33．647，148  3，768．6  2．466．539  6．915．2  10．764，139  5，510．5  1，280，150  4．467．0  3，370．021   
栗  橋  3，866，2   6．372，921  1，065．0  74．267  1．438．5  5，37乙835  34．0  39．733  262．1  40．617  

樹  体                              異  相  
奈  掃  

（h a）   計   3，866．2   6．372。921  1，065．0  74．267  1．438．5  5，372，835  34，0  39．733  262，1  40，617   

家  畜  102．095  640  38，445  15，320  
畜産物（トン）  1，925  

家 畜 等                                  5．637                   蚕 繭（kg）  
計  107．732  640  40．370  15．320  
在  庫  品  2．722．486  134．375  

計  42．850．287  2，541，446  16．311．7＝〕  1，319，883  3，425．958   

第2表 農業関係旅設等被窒  

種  類  名  県  合  計  熊 本  宇  城  玉 名  鹿  本  
件 数   被 害 鞭  件 数  被害額  件 数  寺皮害客員  件 数  被害写頁  件 数  被害額   

耕 種 関 係   59   106，388  7   5，240  7   7，550  

畜 産 関 係   17   33，541  

蚕 糸 関 係   
共 同  
利用施設  157   187†468  76  78，255  6  15．330  

の  他   24   128，869   6  81，000  6   5．100  

自 然 牧 野  
計   258   456．276   6  8㍉000  83  83．495  19  27．980   

耕 楼 閣 係   5．798   2．053．900  2   4．000  

畜 産 関 係   1，313   1．837．267   35  40，500  105  265．030  4．0   9．000   66  102．568  

≡ 糸 関 係  
非共同                                                                                 園 芸 関 係   18．063   利用施設  6．296．065  1，791  392，370  4．216  1，467．326  162．0  75t842  4，956  1．516，356  

の  他   30   ＝．700  

自 然 牧 野  
計   25．204   10，198，932  1．826  432．870  4．323  1．736，356  166．0  84，842  5．022  1，618．924   

耕 種 関 係   4   4，492  1，柑7  

畜 産 関 係   6   2，485  2  

蚕 糸 関 係   113  

地方公共  2   3，704  

団体施設  8   11．820  8．500  

自 然 牧 野  

計   21   22．614  5   9，687  

計  25，483   10，677．822  1，832  513．870  4．411  1．829，538  166．0  84．842  5．041  1β46，904   

農作物・施設計：  53．528，109  3．055．316  18．141．257  1，404．725  5，072，862  

第3表 農地関係被害  

種  類  名  県  合  計  熊  本  宇 城  玉  名  鹿 本  
面積・件数  被害額  面積・件数  被害識  面積・件数  被害客員  面積・件数  被害領  面積・件数  被害宰貞   

田   農 地    1．399．47  3．152．000  0．27  4．000  561．10  2．434．000  0．63  8．000  0．45  5．000  畑   68．21   466．000  64．20  419．000  0．12  3．000  0．03  3．000   
農業用施設  316   963．000   3  60．000   32  219．000  国  31．000  10   25．000   
海  岸  災  36   2．736．000  19  455．000  
耕地関係計  7，317．000  64，000  3．527．000  42．000  33，000   

被害合計：  60，845．109  3，119，316  21，668，257  1．446，725  5．105，862   



●盈作物等の被害状況  

菊  池  事呵  蘇  上益城  八  代  芦  北  球  磨  天  草   
面 積  被害屈  面 積  被害蘭  面 積  被害額  面 積  被害額  両 横  被害屈  面 接  被害謁  面 署霞  被害筍   
3，594．0  1．963．037  5．843．9  1，240，393  3，473．2  983．736  4，8β3．0  2，501，565  884  175，251  4．543．7  869．886  374．3  68，803  

785．0  141．677  471．4  62．819  502．0  71．＝9  10．0  10．8gO  85．7  11，415  11．2  6．021   

687．7  1，065．430  463，6  675，854  258．4  740．848  630．5  2．160．915  51．0  32，089  93．4  223，447  50．1  138．335   

162．2  108．441  204．1  23．474  335．6  92．343  283．3  355．660  446．0  264．790  335．2  39．389  1，148．2  426．455  
0．0   0  2∈i，1  49．232  0．0   0   

1．626．0  405．359  647．7  109．009  139．3  15．68B  3．0   1．092  369．8  19．386   5．2   1，567   

57．3  322．433  11．5  46．903  32．3  178，929  10．6  46，146  1．7  6．675   2．8  2．833  19．2  106．955  

6．9ほ．2  4．006．387  7，642．2  2，158，452  4，740．8  乙08乙663  5．848．5  5，125．500  1．382．7  478．805  5．430．6  り66，356  1，608．2  74∈＝36   

270．8  79，722  14．0   700  243．5  133．719  22．0  44，758  188．0  73．407  25．0  ほ，278  303．3  500．885  

0．0   0  0．0   0  

0．0   0  0，0   0   

270．8  79，722  14．0   700  243．5  133．719  22．0  44．758  柑8．0  73．407  25．0  1乙278  303，3  500，885  

40．786  280  960  729  260  4．125  550  

2．310  1．402  

43．096  280  960  2，131  260  4，125  550  

2，58B．1＝  

4．129．205  2．159，432  2，217．342  7．760．500  552．472  1．182．759  1．249，571   

菊  池  阿  蘇  上益城  八  代  芦  北  球  磨  天  草   
件 数  被蜜詔  件 数  被容碩  件 数  禎書取  件 数  被害顎  件 数  被害額  件 数  概容額  件 数  禎密閉   
19  65．柑4   9．0  2．050   7  22．400   4．0   2．604  2   200   4   1．150   

5  13．461   1．0   375   1，200  5．000  9   13．505  

10   

41   41，738   1．0  3，000   5   8．300   7．0  22．045  3   930  18   17，870   

2  12．100  8．0  30．419  2   250  

67  132．493  11．0  5，425  13  31，900  19．0  55，068  口   5．000   5   1，130  34   32．785   

14  22．300  23，000  5．771．0  2．004，600  

966  1，087．519  48．0  37．200  10  27，100  18．0  70，400  14  131．250  19   34，250  28   32．450  

514  266．428  3．150．0  42乙092  1，532  211．679  1．453．0  1，791．887  157  72，260  52   18．375  80   61．450   

21   10，500  9．0  1，200  

1，515  1．386．747  3，207．0  460，492  1．553  261、779  7，242．0  3．866，887  171  203．510  71   52，625  108   93．900   

1．305  2，000   

3   1．9B5  500  

‖3  

2   3．704  

6   2．320  1．000  

13   9．427  500   2   3，000   

1．595  1．528，667  3．218．0  465．917  1，566  293．679  7．261．0  3，921．955  172  208，510  77   54，255  144  12∈），685   

5β57．872  2．625，349  2．511．021  11，682．455  760，982  l，237．014  1，379．256  

菊  池  阿  蘇  上益城  ハ  代  芦  北  球  磨  天  草   
面積■件数  被害額  面摘・件数  被害顆  面積・件数  被害額  面積・件姜文  被害額  面積・件数  被害額  面積▲件数  被害等頁  面積・件数  被害宰員   
3．00   13．000  11，99  94，000  2．10   52，000  815．95  482．000  2．09  22．000  0．39   7．000  1．50   31．000  

0．45   3．000  0．35   7，000  1．76  17，000  1．30   14．000   

9   27，000  106  142．000  62  13B，000   19  173，000  29  113，000   10   15，000  13   20，000  

14  2．251，000  3   30，000  

40．000  239．000  197．000  2，906．000  152．000  2乙000  95，080   

5▼697・872  2】864－349  2．708．021  14，588．455  912．982  1．25g．O14  1，474．256  
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●盈作物等の被害状況  
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●撼畜肘茶の経過  

（3）主な専門技術員情報（抜粋）  

台風18号に伴う農作物等被害技術対策（第1号）  

平成11年9月22日  

経営普及課（専技室）  

1 水稲  

（1）高冷地早根水稲  

既に収獲期にあるコシヒカリおよびやがて成熟期を迎えるミネアサヒ等は、倒伏したほ場や排  

水不良性lを除き湛水状熊とし、強風による倒伏の軽減を図る。  

なお、台風通過後は速やかに落水する。  

（2）普通期水稲（晩期水稲を含む）  

強風による倒伏や籾の脱水を防ぐため、湛水状態とする。なお、これまての降雨により既に倒伏  

しているほ場では、穂発芽などを助長するので落水状態とする。  

台風通過後は通常の間断濯水とする。  

2 転作作物及び畑作物  

（1）浸水したほ場は排水につとめ、湿害の防止を図る。  

（2）倒伏したものは、引き起こして培土する。病害虫の発生やまん延を防止するため、柴剤を散布する。  

特に大豆では輩焼病が予想されるので、防除の徹底を図る。  

（3）極度の被害を受けたものは速効性のチッソ肥料を施し生育の回復を図る。  

（4）畑作物は、l畦が侵食され、根群が洗い出されるので、早急に畦を直し土寄せして他の伸長を助長さ  

せ生育の回復を図る。  

3 果樹  
（1）事前対策  

ア 収穫瀾に達しているハウスみかん、なし等の架実は、直ちに収穫する。  

イ ハウスみかんでは、破損の恐れのある場合、ビニールを撤去する。  

り なしの棚は、上下揺れを防ぐため螺旋杭による地面固定を実施する。  

エ 金華、不知火（デコボン）等では、特に風による主枝、亜主枝等の欠損が予想されるので太枝  

どうしの結束を行う。  

オ 幼樹、根の浅い果樹では、樹の倒伏、枝折れが予想されるので支柱を立て、枝の誘引を実施する。  

カ 高按更新樹では、竹などを添えて、接木部を固定し、枝折れを防止する。  

キ ナシ、モモの防虫・防風ネットは収穫を終えた園では取り外し、収納する。   

ク カンキツでは、かいよう病予防のため、アグリマイシン剤（1000倍）の散布を行う。  

（2）事後対策  

ア 倒伏した樹は、早目に引き起こし支柱を与え、土寄せ、敷ワラをして桝の定着を図る。  

イ 枝祈れ、枝裂けしたものは、傷口を切り直し傷口保護のため接ロウを塗る。  

り 落葉のひどい樹は、主幹・主枝部の日焼け防止（石灰乳の塗付、稲ワラ等の巻きつけ）を行なう。  

エ 水の確保に努め、潮をかぶった陸1では、早急に樹上から散水して、塩害をi防ぐ。  

オ 風による傷口から、カンキツのかいよう柄や早生種の果実腐敗等、病気の多発が予想されるの  

で早急に1防除の徹底を図る。  

カ 落果（落毯）については、出荷出来るものは、腱全果を厳選して早目に販売する（くりの果実  

は園内の日陰に毯果を集め乾燥を防止するため、散水しぬれむしろで覆うことにより出荷が  

可能となる。ただ、出荷に際しては厳選する必要がある。）  

キ 落葉の激しい樹での施肥は】＝l二止する。   
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4 野菜  
事前ヌ寸第  

（1）施設の補強  

ア 単株や遵棟ハウスではどニール、防風ネットの被覆にともないかなりの風圧を受けることに  

なるので鋼管パイプや番線等で施設の補強を行う。  

イ ビニール等で被覆されている場合（雨よけハウスを含む）はテープ、パイプ、杭、針金等の点  

検整備をし、必要に応じて交換、補強、締め直しをすると同時にハウスネットを使月］して、ビ  

ニールの固定に努める。  

り 換気扇を設置しているハウスでは換気扇を動かし、ビニールの膨らみを防止し、ばたつきをな  

くする。但し、この場合、】吸気口を用意しないとパイプが仙がるので注意を要する。又、停璃  

の崎は役に立たないので注意する。  

エ 強風により骨材が危険になったときは、被覆物を除去し骨材の安全を考える。  

（2）防風ネットの設置  

施設（天井、サイド、谷下部）及び栽培ほ場、育苗ハウス周】動こは防風ネット又は寒冷紗を張り   

減風を図り、内作物の被害の低減に努める。但し、用匿＝こ防風ネットを設i置する場合は相当な風圧  

を受けるので支柱は強固なものにする。また、強風（風速40m／s以上）の場合施設ハウスの倒   

壊が予想されるので天井部の防風ネットは、風速が強い場合は様子を見ながら除去する。  

（3）作物の固定  

抑制メロンについては、特に架実に侮が付かないように取り扱いに注意し、また、着果枝や主枝  

等が捻れないように注意して取り扱う。  

定植消みのトマト、ミニトマト及びナスは、支柱をしっかり固定するとともに、作物を支柱に誘  

引固定し、株元が振動（揺すり）により傷まないようにする。また、ヒモ誘引の場合は、下に降ろ  

し防風ネット、寒冷紗等で直接被挺し、トマトを抑えて固定し損傷を少なくする。  
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●禎密封策の経過  

（4）マルチの固定  

マルチを張っている場合は、風によりマルチがバタツキ、作物を引き上げたり、茎菜の損傷をま  

ねくため、風によりバタツカないようしっかり土等で固定する。  

ヒモ誘引  

トンネル用支柱またはヒモで  

ネットを国定  

マルチの国定  

（5）ほ場内外の排水対策  

蒙雨を伴う場合が多いので、ほ場内外の排水溝（明渠）を獲僻する。  

（6）育笛床の管理  

育苗既にあるものについては、上記（5）を徹底するとともに、1軒はトンネル状に寒冷紗等で破損  

し、被覆物は固定する。この時、被損物が作物を擦らないようにする。  

また、幼苗期のものは耐で根が洗われないようにする。  

移動可能なものは屋内に持ち込む。  

露地野乗  

（1）土寄せを十分に行うとともに台風襲灘崎には、革丈の低いものはそのまま、高いものは倒した上に  

防風ネットや寒冷紗等を直接被覆して株を押さえて固定する。播種直後又は発芽始めのほ場では  

赦ワラ、寒冷紗被覆等で保護し、セル成型苗や蒔き箱等移動可能なものは屋内に持ち込む。  

（2）施設野栄の（5）を徹底する。  

事後対策（施設及び露地共通）  

（1）職培ほ場（苗床、ハウス等）の現状復帰  

事前対策として、野栄に直接被挺したネット、寒冷紗等は、台風脳髄後降雨が止んだら「むれ」  

防止のため速やかに除去し、茎葉、ほ場の乾燥を図る。  

ア 果菜類で「つるおろし」をしたものは、早急に「つるあげ」を行う。  

イ 台風一過彼の僻天日には萎凋が見られることがあるが、いたずらな碓水を避け、革勢を見なが  

らの水管理（少塁多回数濯水）を実施する。  

ウ 被害を受けたハウス等の施設は、今後の栽培のために早急に現状復帰を図り、ビニールの被覆  

を急ぐ。  

エ 育苗期のものは、台風の風雨が去ったらすぐに光に当てる。  

（2）病害対策  

苗床や栽培ほ場では、風雨により茎葉の損傷が大きく泥土の付着があり、今後、病害の多発（疫  

病、べと病、炭そ病、軟腐病、立ち枯れ病等）が考えられるので、適切な薬剤を予防散布し、茎葉  

に付着した泥は薬液で洗い流す。  

ア 病害虫が発生してからの防除は困難になるので、予防防除を重点的に行う。  

イ ハウス内の換気を図り、排水に努め、施設内が過湿にならないようにする。  
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ウ 通風、採光を良くし、発病した茎葉、果実は速やかに除去する。   

エ 薬剤散布の濃度は野菜が傷んでいるので、薬剤使用濃度領域の低濃度側で散布し、特に晴天日  

の散布は、ハウス内が高温にならないように換気を十分に行うなど薬害防止対策が必要であ  

る。  

オ 防除柴刑及び方法等については、児または地域の防除基準に従う。  

（3）今後の栽培管理  

ア 栽培中の施設果菜類（雨よけハウスを含む）  

ア）患雨天後の晴天日には萎洞がみられることがあるが、いたずらな瀧水は避け革姿をみなが  

ら、地上部と地下部のバランスを考えて必要最小限にとどめる。  

イ）多量降雨での肥料の流亡や軍勢の低下がある場合には、追肥や葉蘭散布を実施するが、液  

肥隙用は畦が乾燥した状態で施用し、追肥は少墨多回数施用を原則として、一度に多鼠の  

施用はしない。  

ウ）整枝・楢葉を行う場合は極端な強整枝は避け、作業は天候の回復を待って行い、傷口から  

の病害侵入を阻．Lヒする。  

オ）事前対策でハウスを閉めきったままで高温になった場合は、急激な換気を避け、徐々に降  

混させるようにする。（作物の脱水症状対領）  

イ 宵甫中の架菜類  

ア）促成ナス、促成トマト、抑制ウリ類の百1甘は、不良苗を除去し、苗齢（生育ステージ）に  

より十分な鉢間隔をとって採光に努め、潮水は主副、限にとどめて、革勢の回復を図る。  

5 花き  

（1）事前対策  

ア 生育初期や輩丈の低い花き類については、防風ネットや寒冷紗などで被擬して風害を防ぐ。  

イ 輩丈の高い花き敷では支柱、土笥：せ、支柱の補強、防風ネットなどによって倒伏、茎葉の損傷  

を防ぐ。なお、ネットや針金との摩擦で茎の損傷がみられるので、できるだけ作物を固定する。  

り つる性根物など茎が折れにくい物では、倒して茎葉の損傷を防ぎ、台風通過後に立て櫨す。  

エ ビニールハウスなどの施設は、防風ネット、ビニール抑えひも、支柱など点検し、補強する。  

強風l時は施設を密閉するが、特に、ビニールハウスではハウスの倒伏の恐れがある場合は、天  

井ビニール等を撤去する。  

オ 豪雨を伴うことが多いので排水対策をおこなう。（排水溝豊備、清掃、畦あげ等）  

（2）事後対策  

ア 通過後は直ちに防風ネットや寒冷紗等の被覆を除去し、ハウスは換気する。  

イ 浸冠水したほ場ではすみやかに排水を行うとともに、茎掛こ付着した泥土は乾燥する前に排  

水と同時に洗浄する。  

り 倒伏したもの、根元のゆるんだもの、根の露出したものは早目に支柱をたて直し、土寄せを行  

う。  

エ 施設の破損や、ほ場の決壊、土砂流入の修復を早急に行う。  

オ 潮害を受けた場合は、可能なかぎり散水による除塩を行う。  

カ 革勢の回復を図るために追肥、申桝、土寄せを行う。  

キ 茎葉の悔や多湿等による病害の誘発、まん延を防止するため、柴剤散布を行う。  

6 いぐさ  

（1）事前文寸策  

ア 納屋は、できる限り補強する。原単は、ビニールシート等で追っておく。  

イ 苗床では、台風に備えて、深水を保つようにする。  
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○被害対策の経過  

（2）事後対策  

ア 潮風害を受けた苗床は、直ちに真水と入れ替える。  

イ 雨漏り等で濡れた原草は、花こざ用原料としての使途もあるので、値ちに火力乾燥をする。  

7 茶  

（1）事前対策  

ア 樹高の高い幼木は強風にあおられ茶炊が回って根が傷み、その後の生育に支障をきたすので、  

茶園の1番外側の畦とそれから数鴫おきに杭を打って根元と上部2ケ所をテープ等で固定を  

する。  
イ 寒冷紗等の棚被損施設は、被覆！劉オが飛ばないように支柱に固く固定する。  

り 茶工場の窓が開いているところは窓を閉め、煙突についても祁強を行う。  

（2）事後対策  

ア 台風通過後、株元が広くロート状に穴が開いているものは、早急に土寄せを行う。  

イ 強風により葉に傷ができ柄害が発生しやすい状況にあるので、早急に防l除を行う。  

り 茶工場内に耐が降り込んだ場合は、早急に掃除と機械の保守適職涛行う。  

8 飼料作物  

（1）事前対策  

ア 概ね収穫期にあるトウモロコシ、ソルガムなどはなるべく早く刈りとり、サイレージとする。  

その場合、生盲ステージの若いものは稲ワラ等で水分調整を行う。  

（2）躯後期灘  

ア 概ねスリり取り適期に適し、倒伏・折損した飼料作物は早急に刈り取り、サイレージ及び陀輩等  

に調整する。  

イ 生育ステージの若い飼料作物については、被害の程度を見て回復を待つか、刈り取るかの判断  

を行う。  

（⊃この場合刈町取ったものについては、稲ワラ等を混合し、水分調豊のうえサイレージとす  

る。  

②なお、回復のめやすとして、トウモロコシは折損のない状態であれば、出穂前までのもの、  

ソルガムについては折損がなければ、相当に生育ステージの進んたものでも回復の見込み  

がある。  

り 浸水・冠水したほ場では、排水対策を行うとともに作型、単種によっては追肥を行い、生育の  

回復をはかる。  

エ 被告を受けた飼料作物の収穫後は、早急に秋作の作付を行う。  

オ 秋冬作の作付けについては、以下に留意し、自給粗飼料の生産確保を；裏‡る。  

①年内刈りも含めての適正な串柿・品種の選択  

②稲ワラ・野革・河川敷箪笥、未利用資源の積極的活用のための関係機関との逮捕  

③サイレージ．■謡．質低下防止のための基本技術の励行、添加剤の適正利用等  

9 家畜、施設及び糞尿対策  

（1）事前対策  

ア 台風に備えて、畜舎及び各施設については角材、すじかい、カスガイでの補強及びナットの締  

めイ寸け等を行う。  

また、サイロ屋根、スタックサイロの被覆材、畜舎屋根、壁材、各種資材の飛散防止も合わせ  

て行う。   
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イ 豪雨を伴う場合も多いので畜舎周辺の排水もー産を整備して畜舎への雨水の流入を防止する。ま  

た、畜舎周辺の立木等の枝折れ、倒伏にも注意する。  

り 搾乳時の停電を想定して、電源確保のための発竃機の手配等を早めに行う。   

エ 野積み雌肥や流出の恐れのある糞尿に対しては、シートの被損を行い雨水等による汚染l打止  

対策を行う。  

（2）事後対策   

ア 浸水等の被害を受けた畜舎については、速やかに倣料の交換、洗浄、消毒を行い各種疾病の予  

防策を椚ずる。   

イ サイロ屋根、被覆材等の破掛こよって、雨水が混入した場合は、飼料の変敗（腐敗、カピの発  

生）が懸念されるので、給与時に十分な注意が必要。  

り 糞尿処理施設の屋根及びカーテン等の破損は、速やかに補修を行い畜産環境の保全に努める。   

エ 簡易畜舎及び老朽化した畜舎で、強風による全体的なゆるみ、破損が生じている場合は、補強  

策を柄じて次の災害に備えることも必要。   

オ 停電による搾乳遅延、不十分な搾乳・搾乳器機の汚染等によって、乳房炎の発生、乳質の低下  
等が考えられることから、通電接は十分に搾乳器機の洗浄を行うとともに、搾乳牛の個体管理  

を十分に行い、乳質の向上に努める。  

10 貴重  
（1）事前対牒  

ア 建物関係（簡易ハウス）  

①アルミ・パイプハウス等は、網掛け、ロープ等で十分補強を行う。  

②木造などの簡易ハウスはロープ、添え木等で補強を行う。  

イ 桑園・飼育関係  

①必要な桑は、事前に収穫・貯蔵しておく。  

②桑陸＝こついては、可能な限り結東やロープ等を張り、倒伏防」上に努める。  
（2）事後対策   

ア 台風通過後の桑葉は、裂傷、水分減少などで萎れやすいので、採桑、貯桑に注意する。   

イ 桑葉の損傷が激しい場合は、給桑回数を増やし、桑葉の萎凋防止を行いながら食桑増進に努め  

る。   

事前対策の作業に当たっては、ラジオ等による台風の接近憫報に留意し、危険を感じた  

ら早急に作業を中止し、避難するなど安全確保を最優先する  
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●被容対策の経過  

台風18罵に伴う農作物等禎富技術対策（第2罵）  

平成11年9月24】］  

経営普及課（尊技室）  

1水稲  

（1）倒伏lヨ‡lでは、倒伏の程度と稲の成熟の程度に応じて次の管理を行う。  

ア なびき倒伏等比較的唯度のほ場では一時湛水後間断濯水を行い登熟歩合の低下を防ぐ。  

イ 穂先が地面に付着しているほ場では、穂発芽の恐れがあるので落水管理を行う。  

り 倒伏したほ場で、中l．Ll間他の成熟期に近いヒノヒカリや高冷地でメIJ取り時期を迎えているコ  

シヒカリ、ミネアサヒ等は天候回復後眉ちに収穫を行う。  

（2）ヒノヒカリ、ユメヒカリ等の普通期水稲では葉（上位柴）の裂傷や倒伏が見られるので間断濯水に  

よって生動歩合の低下を防ぐ。  

（3）架けこlニしの倒れたものは早急に立て直し乾燥を図る。  

（4）潮風が吹き込む時に雨が少なかった場合は、潮風害の恐れがあるのでほ場内の用水の入れ替えを行う。  

（5）倒伏や触発芽等により■■計質低下の著しいぼ場では収穫、柁煤調整等を別扱いとして、全体のl稿質  

低下をl防ぐ。  

（6）次年度の1き1家採種様子の不足が予想される地域では、農協等を通じて梯子の樅保を図る。  

2 転作作物及び爛作物  

（1）大豆  

ア 幼英肥大期にあたるので、倒伏したほ場では直ちに排水する。  

イ ハスモンヨトウ、カメムシ顛の発生が予悲しされるので、防除の徹底をl望】る。  

り 倒伏が著しいぼ場では、むやみに引き起こすと枯れやすいので、排水対策をまず優先し、生哲  

の状況を見極めて培ニヒ等を行う。  

（2）ソバ  

ア 湿害に弱いので排水対策を直ちに行う。  

3 果樹  

（1）かんきつ類  

ア 倒伏した樹は、早1ヨに（乾燥したら水をかけ土を湿らかして）引き起こし支柱を与え、土寄せ、  

敷ワラをして樹の定着を1窒】る。  

イ 枝折れは、傷口を切り直し傷l＝l保護のため接ロウを塗る。また、枝裂けしたものは極力針金等  

で結束し樹体を保護する。  

り 落葉のひどい樹は、主幹・主枝部の日焼け防止（石灰乳の塗付、稲ワラ等の巻きつけ）を行なう。  

エ 風による傷口から病気の多発が予想されるので早急に防除の徹底を図る。  

オ 落葉の激しい樹でのお礼肥は、半畳以下に軽減する。  

カ 果実の腐敗防止のため殺菌剤の散布を行う。  

キ 潮風害の心配される園では、前回提出した技術対策を参照する。  

（2）落薬栄樹  

ア 枝折れ、枝裂けしたものは、傷口を切り直し保護のため接ロウを塗る。  

イ 落葉が5割以上見られる樹（園）では、お礼肥を半蒐以下に樫減する。  

り 新しく発芽した新薬は、防除を徹底する。  

エ 落果（落毯）については、出荷出来るものは、健全果を厳選して早目に販売する（園内の日陰  

に毯果を集め乾燥を防止するため、散水しぬれむしろで覆うことにより出荷が可能となる。た  

だ、出荷に際しては厳選する必要がある。）   
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4 野菜  
（1）栽培ほ場（苗床、ハウス等）の現状復帰  

事前対策として、野菜に直接被覆したネット、琴冷紗等は、台風通過後降雨が止んだら「むれ」  

防止のため速やかに除去し、茎葉、ほ場の乾燥を図る。  

ア 沿岸地帯で潮害を受けた場合は、可能な限り散水により除塩を行う。   

イ ハウスに塩水が流入したと思われる所では早急に土壌分析を行い、次作の計画を細る。  

り 果菜頼で「つるおろし」をしたものは、早急に「つるあげ」を行う。   

エ 倒伏したもの、枕元のゆるんだもの、根の露出したものは早めに支柱を立て直し、二1二寄せを行う。  

オ 台風一過後の晴天lヨには萎澗が見られることがあるが、いたずらな堆水を避け、畢勢を見なが  

らの水管理（少蜃多回数濯水）を実施する。  

カ ビニールの破損等の被害を受けたハウス等の施設は、今後の栽培のために早急にビニールの  

手配を行い、ビニールの被覆を急ぐ。  

キ 育苗期のものは、台風の風雨が去ったらすぐに光に当てる。   
ク 串勢の回復を図るため葉蘭散布により追肥を行う。   

ケ 被害が大きく、生育の回復が不可能な場合は、代替野菜の導入を検討する。代替野菜について  

は、施設盤棚の状況により品目を選定する。  

（ア）加温設備を生かして野菜栽培を選定する場合  

冬作メロン、促成キュウリ、促成トマト、半促成ナス等  

（イ）露地野菜を選定する場合  

①ホウレンソウ10～11月播種 丸紅栗源、スパーク、アトラス、ソロモン、トライ  

②ダイコン10月上旬播種 耐柄総太り  

③キャベツ10月上旬～播種 金糸201  
（2）病害虫対策  

苗床や栽培ほ場では、風雨により茎葉の損傷が大きく泥土の付着があり、今後、病害の多発（疫   

病、ぺと病、炭痕柄、慨腐病、つる杵柄、立ち粘性病害等）が考えられるので、適切な薬剤を予防  

散布し、茎葉に何箱した泥は薬液で洗い流す。   

ア 病害虫が発生してからの防l徐は困難になるので、予防防除を蛋点的に行う。   

イ ハウス内の換気を図り、排水に努め、施設内が過湿にならないようにする。  
り 通風、採光を良くし、発病した茎葉、果実は速やかに除去する。   

エ 薬剤散布の濃度は、野菜が傷んでいるので、薬剤使用濃度領域の低濃度側で散布し、特に、僻  

天日の散布は、ハウス内が高温にならないように換気を十分に行うなど薬害防止対策が必要  

である。   
オ 防除薬剤及び方法等については、県または地域の防除基斯こ従う。   

カ その後の天候の回復により害虫の発生も懸念されるので適時防除基準により防除する。  

（3）今後の栽培管理   

ア 栽培中の施設果菜類（雨よけハウスを含む）  

（ア）患雨天後の晴天日には萎凋がみられることがあるが、いたずらな濯水は避け草姿をみな  

がら、地上部と地下部のバランスを考えて必要最小限にとどめる。  

（イ）多量降雨での肥料の流亡や睾勢の低下がある場合には、追肥や業面散布を実施するが、  

液肥使用は畦が乾燥した状態で施用し、追肥は少量多回数施用を原則として、一度に多  

望の施用はしない。  

（ウ）整枝・摘葉を行う場合は、極端な強整枝は避け、作業は天候の回復を待って行い、傷口  

からの病害侵入を阻止する。  
イ 育苗中の果菜類  

（ア）促成ナス、促成トマト、抑制ブリ類の育苗は、不良甫を除去し、苗齢（生育ステージ）に  

より十分な鉢間隔をとって採光に努め、潅水は最小限にとどめて、革勢の回復を図る。  
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●被苔対策の経過  

5 花き  

（1）花き全般にわたる技術対策  

ア 直接被潤したネット、寒冷紗等は速やかに除去し、茎葉に付着した泥土は薬酒で洗い流す。  

イ 倒伏したもの、根元のゆるんだもの、根の露出したものは早目に支柱をたて直し、土寄せを行う。  

り 施設の破損等の修復を早急に行う。  

エ 潮害を受けた場合は、可能なかぎり散水による除塩を行う。  

オ 軍勢の回復を図るために追肥、［桐那、土寄せを行う。  

カ 茎葉の傷や多湿等による病害の誘発、まん延を防止するため、薬剤散布を早急に行う。  

（2）花きの品目別技灘対策  

ア バラ  
せん定後に伸びた枝や葉が損傷したり落葉が激しい場合は、切り戻しや折り曲げ等により  

枝を仕立て硬す。  

イ 宿根カスミソウ  

枝折れ等の被害が大きく出荷が見込めない場合は、下から切り戻して枝を仕立て直す。  

但し、この場合、出荷期が年明け以降となるので、加温施設が必要である。  

り 紹照キク  

現在、乍馴吾川＝王のキクは早急に蒐照装関の点検、修理を行う。4日以上中断すると、柳井が発  

生するので注意する。  

6 茶  

（1）台風通遡後、枕元が広くロート状に穴が開いているものは、早急に土寄せを行う。  

（2）強風により柴に傷ができ病害が発生しやすい状況にあるので、早急に防除を行う。  

7 いくさ（八月苗）  

（1）潮風や潮水浸水をうけた八月苗床では、用水の掛け流しを行い、塩分を洗い流す。  

（2）坪枯れ症状を示した場合は、早急に構え脅えを行う。  

8 家畜  

（1）糞尿乾燥処理施設のビニールの破損したものは張り習える。  

（2）風雨により被害にあった畜舎については、濡れた敷料を搬出し、速やかに洗浄、消毒を行うととも  

に、新鮮な淑料を敷布し、畜舎内の乾燥に努める。  

（3）濡れた飼料や資材、器具の乾燥に努める。  

（4）圧死等により死亡した家割こついては、農業共済への連絡、処分施設での処理等適切な措置を誹ず  

る。  

9 飼料作物  

（1）倒伏したトウモロコシ、ソルガムなどはなるべく早く刈りとり、サイレージとする。その場合、生  

育ステージの若いものについては、稲ワラ等で水分70％程度に調整を行う。  

（2）トウモロコシ、ソルゴーの刈取跡地には、イタリアンライグラス、エンバク等を播種する。  

（3）遅播きトウモロコシの若い生育のもので、倒伏の被害が軽度のものは中耕、培土、追肥を行う。  

（4）浸冠水したほ場では、満を切って表面排水に努める。  

（5）粗飼料不足対策として、稲ワラの収集計画、裏作、来年の作付計画の見直し等を行う。  

1P 養蚕  

（1）収穫した桑葉は、裂傷や水分減少等で萎れやすいため、貯桑には十分注意する。  

（2）桑葉の損傷が激しい場合は、給桑回数を増やし、食桑増進に努める。   
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台風18胃に対する農作物等被害防止技術対第（発3罵）  

平成11年9月30日  

台風18号農業被害対策本部  

l水稲  

（倒伏対策）   

県内のはぼ全域の水田で倒伏被害が発生している。倒伏の様相として、株塞から折れ曲がる挫折倒伏  

（全面倒伏）と天候回復にともない徐々に起き上がっている半倒伏等がある。  

出穂期後の日数と倒伏程度別の当面の管理   

●ヒノヒカリ級（蘇のくまさん含む）は出穂後30日程度経過しており（台風通過崎）、典熟淵～成熟  

期前半にあたっている。  

挫折倒伏……入水をすると穂発芽を助長するので、当面排水対策を徹底し、やや早めの収穫を行  

う。  

（この場合、豊熟歩合や玄米千粒盛の不足による収墨の低下が懸念されるので、農業  

共済組合の現地灘認後に収穫する）  

半倒伏……台風通過後、既に51ヨ以上経過しており、かなり起き上がっているが、部分的には穂  

先が閏面に接している場合が多いので、引き起こした後、間断濯水を継続して萱熟歩  

合の低下を防ぐ（強風と以降の晴天高温で稲の要求水分は高まっているため）   

●ユメヒカリ級（ヒヨクモチ・晩期水稲含む）出穂後10～25日程度経過しており（通過時）、糊熟  

期～黄熱期にあたっている。  

挫折倒伏……入水すると穂先のJ離況や椎発芽を助長するので、当面排水対策を徹底し、稲株上の穂  

の萱熟を図る。しかし、この場合大幅な収星減は免れない。  

半倒伏…‥・台風通過後、既に51≡【以上経過しており、かなり起き上がっているが、部分的には穂  

先が1≡［1面に接している場合が多い ので、引き起こ した後、間断濯水を継続し、豊熟歩  

合の低下を防ぐ（強風と以降の僻天高温で稲の要求水分は嵩まっているため）  

（採種ほ）   

現在、成熟前のは場審査中であるが、場所によって被害の程度に開きがある。部分倒伏川では数株を  

兼ねて引き起こし、間断淡水により登熟歩合の低下をl紡ぐ。   

完全に倒伏したほ場では、引き起こしもままならない場合が多いので、主要農作物改良協会との連携  

を図り、最終的な判断をする。   

強風により、籾が溶下した場合も考えられ、特に成熟期間近のは場では、次年度洩生梯子による発芽  

も懸念される。このようなほ場では、次年度も同一品種を作付けするようにする。   

なお、一般栽培へ変更した場合は、上記倒伏田の管理に準ずる。  

（海水流入田）   

既に枯死したほ揚が多いが、其水と海水の混合水が流入したほ場でも日を追う軌こ枯死し始めてい  

る。先に示した潮害対策及び本冊別記の除塩対策を参照。  

tI大豆   

これまでの長雨により、排水不良のほ場が多い。生育遅延や根腐れを引き起こすので、排水溝さらえ  

等を徹底する。   

英が損傷したり、土壌が付着している場合は、カピ粒や腐敗粒になりやすいので、必要に応じ防除を  

行う。   

カメムシ頼の発生が懸念されるので、防除の徹底を図る。  
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●披露文寸策の黒雲過  

参考資料  

（倒伏した水稲の試験成損抜粋）  

農産園芸研究所作況試験成績より   

（冷雷となった平成5年の豊熟歩合）  

豊熟  出 穂 後 日 数  
年  出穂期  成熟期   日数  

20  25  30  35  40  45  50   
成熟冥月  

ヒ  10．27  56   0  23  33  50  61  70  85  85   73  

ノ  2  25  51  62  78  84  85  86   68  

ヒ   75   

ユ  57   0  16  31  42  64  67  73  81   73  

メ  10．25  48   0  20  28  40  55  8585 66  

ヒ   10．21  45   8  48  66  78  82  87  88  92   85   

（台風被層と収最・■■亮子■質）  

展望産園芸研究所作況試頗成損より  

台風17号（9／14）19号（9／27）の相次いだ平成3年の主用■品種の品肇卜収蛍   

台風累乗時の豊熟状況  

出穂後日歎  登熟歩合％（成熟期）  豊熟進捗状況（襲来時）   

品 種 名   17号   19号   17号   19号   17号   19号   

ヒ ノ ヒ カリ   ＋18   ＋31   19   68   22   79   

ヒコノ ハナ   ＋＝   ＋24   3   64   3   69   

ミナミニシキ   ＋9   ＋22   1   28   1   33   

ユ メ ヒ カリ   ＋8   十21   2   49   2   54   

服盗及び服塁構成要素  

玄米重   一橋籾数   穂数   豊熟歩合   玄米千粒重   

品 種 名   kg・a   粒   本 山   ％   g   

ヒ ノ ヒ カリ  53．5（92）   88．2（83）   462（133）  74（106）   20．3（93）   

ユ メ ヒ カリ  42．9（74）   78．6（79）   386（119）  80（95）   22．3（98）   

玄米品質  

品 種 名   整粒   乳白粒数   未熟粒   合計   等級   

ヒ ノ ヒ カリ   88   1   100  2   

ユ メ ヒ カリ   53   42   4   99   2  
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‖ 高塩分濁度土壌の隙塩対策   
台風18号で海水による冠水や潮風苔被害を受けたほ場では、土壌一中に多星の塩分が残っており水稲  

を中心に作物への被害が発生しています。   

被害直後の塩害対策は「台風18号に伴う潮害対策について」（9月27日付け専技情報儲1345号）で  

示したとおりですが、今回は特に海水の冠水時間が長く被害が大きい地帯（八代、手械、芦北地域の沿  

岸地野）における次作への対応の視点から、高塩分濃度土壌に対する対策を取りまとめたので参考にし  

て下さい。  

1高塩分濃度土壌における隙塩対策   

特に嵩盲農度塩分土壌におい ては、次作に備えて基本的な対策を講じる必要があります。  

（1）高膿度塩分土壌の目安（前回の尊技情報を手職地方の分析結果で確認したうえで設定）  

いぐさ・水稲の場合：ECO■7mS／cm以上  （Cl濃度100rrLg／100g土以上）   

野 菜・栄樹・花きの場合：ECO．5mS／cm以上（Cl濃度50mg／100g土以上）  

＊Cl濃度＝NaCl濃度×0．6  

（2）具体的除塩対策（各作物共通事項）   

次作に備えた土壌改良になりますが、水稲など現在栽培中の作物に対する農業共済灘瀧摩噂の終了  

を待って以下の対策を講じて下さい。   

●除瓶用のきれいな水を確保すること。ECO．3mS／cm以下の水が10a当たり100t必要。   

●排水性、特に水の縦浸透性を確保する。このために地表面排水路の空馴臥地下水の高い地域では峨   

渠の埋設、心土破砕（弾丸暗渠、エアーインジュククー等）の施工が望まれる。   

併せて、排水路の豊條を行い水路の水位を下げて排水をスムーズに行わせる。   

●土壌が海水の形轡で粘土化し、排水の恋化しているほ場では、土壌物理性改善のために150～   

200kg／10aの石灰質宝引オを土壌に散布、桝起して土壌と混和する。   

（砂地や排水良好閏では水の縦浸透性は商いと考えらるため施用しない方がよい。）   

石灰質資材としては跡地土壌への影鮮を考えて、PH6未開の酸性土頓には炭酸かレシウム、PH6以   

上の中性～アルカリ性土壌には石哲を用いる。   

ただし、施設ハウス土壌で石哲を用いると副成分の硫酸根の影響が考えられるので、暗渠を主体に   

した排水除塩を主体にした対策を講じる。低pHにおける炭かレ施用は問題ない。   

●桝起後、特に粘土地ではニヒ域内部の孔隙が微細なため、湿潤土の状態では除塩効果が劣る場合があ   

り、糾起彼の土塊は乾燥させた方が除塩効果が高くなる。   

●桝起（乾燥）後、土の表面が隠れるまで温水。自然減水により落水する。合計の減水探として100mm   

（10a当たり100t）を目標とする。   

この際、水の縦浸透を重視して代掻きは行わない方が除塩効果は高い。また、暗渠のあるほ場では   

弾丸暗渠との組合せや強制排水等により暗渠機能を有効に活用する。   

●以上の処理後、ECの変化を再確認。必要に応じて湛水除塩を繰り返す。   

●pHを確認。必要なら酸度矯正を実施。（次作の作付け前に実施しても良い。）   

●次作の作付けまでの期間を考慮して除塩作物の栽培を行う。   

（例：年内刈りの場合、大麦、エン麦等、来年春刈りの場合、イタリアン等）   

作物根の伸長による土壌物理性・排水性改良にも効果がある。収穫物は必ずほ場外へ搬出する。   

●塩害により土壌団粒構造が不安定になっているので団粒化促進、有効微生物補給の意味から較極的   

な堆きゅう肥の施用を図る。  

2 高濃度塩分土壌における隙塩対策の考え方  

（1）塩分（NaCl）被害の発生機構（前回の専技情報から抜粋）  

①塩分含有水の高浸透圧による「しおれ」（脱水症状）  
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●披害対英の経過  

作物体内よりも根外部の水浸透圧が高くなるため、作物が脱水状態に陥り、発生初期は「しお   

れ」の症状を呈し、次項の生理機能の低下との相乗作用により枯死に至る場合がある。  

②作物の生瑠圭機能の低下による生育障害   

Ⅰ吸収されたNaCIにより作物体内の代謝・同化機能が阻害される。障害発生の初期には下位葉   

の葉緑部に枯死が見られ、進展すると全体が枯死する。  

③土壌物理性の悪化による根腐れ  

土壌が海水に浸かった場合に、NaC川コのナトリウムが土壌に吸着され土壌粒子が分散して粘   

土化する現象が起きる。この場合、土壌表面が皮膜状になり水・空気の浸透性が悪化して還元状   

態となり、根の活性が低下する。  

（2）除塩の考え方   

①土壌中の塩分の除去方法は、水で洗い流すか除塩作物によってl吸収させる方法しかないが、高塩  

濃度の場合、除塩作物は補助的手段として考え、水洗を基本として対策を宗蒔じる。  

また、塩分を水で流す場合、ほ場の排水性（縦浸透）が大きい方が除塩の効果が大であるが、  

粘土地帯においては、Naによって排水性が怨化していることが想定されるので、土壌の物理性  

改善も考える必要がある。特に、高塩濃度の場合、塩分（NaCl）をナトリウム（Na）と塩素（Cl）  

の2つの物質に分けて対策を立てる必要がある。   

②塩素の場合は（陰イオンのため）、水によって流れやすく、佐賀奥のデータでは1日50mmの碓  

水（水道水）によって、1日で約30mg／100gのClを洗い流すことができている。（下表）  

ただし、碓漑水が塩素を500ppm程度含んだ希塩水の場合、1日100mmの湛水でも20mg  

のClしか除去できなかったとしている。  

また、不邦題の場合は下層土（10～20cm）の除塩効雄は少ない。同県の他のデータにおい  

ても、100mmの碓水で85％、200mmで95％の塩素が除去できたとしている。  

以上のことから、排水性が良いほ場で桝起した土壌に、きれいな水を100mm程度掛け流せ  

ば、ほとんどの作物で塩素の害は回避できると考えられる。  

真水による除塩効果（佐賀県農業研究センター成績から引用）  

濯水墨  層 位  PH   EC   Na   Cl  NaCl   
mm   Cm  （H20）  mS／cm  ％   ％   （m9）   ％   

除塩前   5．9  2．33  0．11  0．09  （90）  0．20   

50  6．1   1．56  0．09  0．06  （60）  0．15   

0～10                             100   6．4  0．98  0．07  0．03  （30）  0．11   

150  6．7  0．68  0．07  0．02  （20）  0．09  

200  6．6  0．53  0．06  0．01  （10）  0．07   

③ナトリウムの場合は（陽イオンのため）、土壌にl吸着し、その除去には長期間（愛知児の例では   

降雨慮で700mm）を要するが、早急に塩素を洗浄するためにもナトリウム粘土化した土壌を改   

善する必要がある。できるだけ速やかにナトリウムを除去し透水性を改善するには、石灰質資材   

によってNaとCaを交換吸着させる方法が採られる。佐賀のデータでは石灰質資材として石哲   

を用いた場合、300kg／10aの施用で100mmの透水時間が約1／2、200mmでは1／5以下   

に短縮できたとしている。（重粘土地帯の試験結果）ただし、300kg／10aの石翻こよって土壌pH   

が0．6低下するため除塩後に酸度矯正が必要とも報告されている。  

同様の試倣が愛知児でも実施されており、水田作土屑の除塩は耕起によって助長され、石灰資   

材の施用により透水性が改善されて、Na除去が促進されるという結果が出ている。この場合に、   

アルカリ土壌に対する石哲の施用量は、100～140kg／10a程度が適当としている。   
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3 今回の塩害対策に伴う土壌分析事例（宇増悪業改良普及センター、9月27日）   

●塩素濃度とECには高い相関関係があり、ECから塩素濃度を推測できる。  

この読替えは手械だけでなく、八代、芦北の沿岸地域にも適用できると考えられる。   

●これまで上限基準としてきたECO．5とCL50mg／100g（水稲・いぐさは0．7と100mg）という数  

値がこの相関上にあることが碓認できた。   

●冠水・潮風害を受けた地域内の調査地点のうち、約半分の地点が塩濃度の上限を超えており、除塩  

ヌ寸第が必安。  

（平成11年9月27日享采±）   

［CLmg／100g］＝170×【EC］－30  

相関係数＝0．9608  

塩素濃度とECの関係（宇圭成地域84点土壌）  
EC（1：5）  

3．5  

3   

2．5  

2  

1．5  

1   

0．5  

0  

」●  

0  100  200  300  400  500  600  

塩素浪度（Cl／100）  

Cl濃度 50mg／100g以下45％  
Cl濃度100mg／100g以下54％   

【引用データ】  

（佐賀児農業試験研究センター成績）   

塩分集償水田での碓水による除塩  

海水冠水田の除塩対策について   

海水が流入した水田土壌への石灰資材の施用と湛水浸透除塩効果  

（佐賀県普及技術資料）  

高塩分ほ場の別種対策  

（愛知児戯業試験場）   

海水の冠水による土壌の化学性の変化と塩害回避対策  
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○被苫対策の経過  

】V 野菜   

先に出しました塩害対策の追加資料として野菜郊のi肘塩素i農度の目安を下記に服せておきます。  

表 作物（野菜等）別の土壌及び用水申の限界Cl濃度目安（佐賀専門技術昌塞から一部換算）  

分類   作物名   土壌中Clmg／100g   用水中 C【ppm   

メロン   40～50mgを目安  200ppm以内を目安  

イチゴ  210ppm以内  

弱  ECO．6～0．7ms以内を目安  

ニンジン  

レタス  104，160mg不可  一般河川3～15ppmが多い   

タマネギ   タマネギ100mg健全   250ppm以内を目安  

トウガラシ   50～60mgを目安  270pm以内  

サツマイモ  ECO．8～0．9ms以内を目安  

ソラマメ  

中  

ゴボウ  

エンドウ  

ナス  品質50～60mg収量70～80g安全  

アオジソ  170ppmで障害   

ホウレンソウ   300ppm以内を目安  

キャベツ  300ppm以内  

スイカ  60～70mgを目安  ECl．0～1．1ms以内を目安  

カボチャ  60～72mg  

サトイモ  

トウモロコシ  

トマト  60mg～70mg以下  ミニトマト133ppm健全  

強                               ブロッコリー  210ppm程度  

アスパラガス  

ダイコン  

ネギ  700ppm程度  

ハクサイ  700ppm程度  

トマト、スイカ、ピーマンは、  

20me／lで障害   

ササゲ   80～90mgを目安   350ppm以内を目安  

ダイス  360ppm以内  
極強               アズキ  

ECl．2～1．3ms／以内を目安   

ラッキョウ  

NaClxO．6＝Clで換算した。  
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塩害被害程度の軽和な水田における隙塩作物の栽培指針  

1999．11．15  

経営普及課（尊門技術員室）  

宇城農業改良普及センター  

八代農業改良普及センター  

対象水田：土壌ヰ1の塩素濃度 0．1％以下  

考え方   

ア）今冬作からスタートし次年度は水稲を作付けする水l‡l   

イ）来春に除塩イ乍物として青刈り水稲を作付けし、夏作からは野菜頻を栽培する水田  

（生産調整との整合性の確認が必要）   

ウ）早期水稲（実収り）による除塩と夏作の野菜の組合せ  

栽培指劇  

1．アの場合…比較的に耐塩性の高い麦粉を用いた場合  

l■．．川  

平成12年虔安から民間流通に移行するので、県の奨励一瓢憧を用いること   

（農協と経済連の事前調腰が必要）  

小麦：シロガネコムギ・チクゴイズミ  

精麦用大麦：ニシノチカラ・ニシノホシ   

（品種が決定したら種子の碓保を紫急に行うこと・‥農協を通じて主要農作物改良協会の斡旋を依  

頼する）   

播種前の準備   

●麦は湿割こ弱いので、弾丸昭栄やほ場周囲の作溝設問などほ場内外の排水対策を必ず実施（透水性   

が良くなり、栽培期間中の降雨により除塩効果も更に高まる）   

●土壌改良材没入 最適pH5．5～6．5   

ケイカル（100～140kg／10a）を施用する。   

（苦土石灰などの苦土を含む削オの施用は控える）   

●挿種前までに1～2回耕起する（途［ll降雨があれば除塩可能）   

●基肥 通常の場合より1～2劃程度増堕する  

播種   

必要種子量（10アール当たり）  

支播種機が無い場合は散綺とする  

小麦・大麦とも概ね8～12kg  

近隣から播種機が貸与可能な場合は条播とする  

小麦・6kg前後 大麦・7kg前後   

種子消毒   

品質に影響する赤カピ病・大麦斑射丙などの予防のため種子消毒を行う   
（県の病害虫除基準に準ずる）   

播種時期   

緊急な対応であり準備不足も考えられ、12月中～下旬にかかる場合もあるので、播種時期が遅れ  

るほど播種屈を増やす  
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●被害対策の経過   

地表面排水対策  

菜摘：播種同時に作消する  

散播：ほ場の湿潤状態にもよるが、5～10m毎に作消する  

主要管理   

雅章防除  

砕土が十分な場合：播種蘭後に土壌処理剤を散布する  

枠上が不十分な場合：生育期処理剤（茎柴処理剤）を散布する   

冬場の管理   

1月末から3月上旬：排水を兼ねた土人れ、麦踏み、追肥   

その他：麦収穫時の降雨による被害が想定されるので、必ず農業共済に加入する  

2．イの場合…除塩効果の高い荷XIJり水稲（早期栽培）   

栽培の考え方…除塩効果と低コストを念頭に   

①3月下旬～4月中旬播種（破播）→6月の梅雨前の収穫（出穂前後）→青刈り飼料→土つくり（約  

1～2ケ月間）・・・除塩完了▲→野菜栽培   

②5月上中旬播種（破線）一・7月梅雨明磯の収穫（出穂前）→背刈り飼料→ニヒつくり（約1～2ケ  

月間）・＝除塩完了→野菜栽培  

品種：籾の紫急確保ができないので、低温発芽性の高い！！霹】種を前提とする  

（キメヒカリ・ヒヨクモチ等）…正規の種子でなくてもカントリーの2西口や農家手持ちの種子、  

種子協会の残墨種子を確保する   

必要稲子墨：陀l甘直描の散播方式の場合‥・10kg前後準備（前年産種子を持ちいる場合はあらかじめ  
発芽率を夏甜三認しておく）  

播種前の準備  

●冬期間の乾燥が続いている期間に桝起する（土改剤としてケイカル散布）  

●旅枕後の保水性と保肥力を確保するため、透水性の良好な水田では弾丸などは行わない。（透水性が   

恋い水田では、弾丸を引くことにより除塩効架が高まる。）  

●ほ場表面の排水性を良くするため、ほ場の周囲に作溝をあらかじめ行う。  

●基肥：初期から刈取りまで生育を旺盛にした方が除塩効果も高まる。また、陀田直播なので、保肥力   

を確保するためにも、揺動性肥料を持ちいる。  

（播種後201ヨ日頃から肥効が出始める80日溶出タイプ程度）  

播種  

●挿種痘前に雑草が繁茂している場合は浅耕する  

●生籾を散粒機やミスト機で均一に播種  

入水  

●播種後30EI程度で発芽するので、3～5柴期に入水（ジャンボタニシ食害回避）  

●入水を繰り返すことで除塩効果が高まる。  

雅章防除  

●宙刈前提であり、除草剤は使用しない。  

●雑草発生量が多い場合は、生育処理剤としてシハロホッププチル剤を使用  

刈取り  

●生産調整制度により竃刈りが前提なので、出穂期前又は穂前～乳熟期に刈取り、飼料として活用す   

る  
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3．りの場合……早期水稲（実取り）による除塩と夏作の野菜の組合せ   

栽培の考え方：除塩と実取りが前提であり、通常の早期栽培の基準を適用する   

3月末～4月上・中旬移植→通常管理→7月未～8月中旬収穫（除塩完了）→土つくり→夏野菜  

冬期間に耕起し雨水による除塩をあらかじめ行う   
（移植栽培では桝起・代掻きするので栽培期間中の透水性が少なくなり、除塩効果も低下するので  

代掻きまでの桝起と雨水除墟は大切）  

栽培期間中の主要管理   

除塩を少しでも進めるため、活着後はできる限り間断濯水とする  
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●披露対策の建過  
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●被害対策の経過   

塩害を受けたほ場への野乗の作付計画  

野菜専門技術員1999年12月  

基準値以上の塩素傾が確認されたほ場のケース分け  

暗渠が整備されている。   

暗渠が整備されていない。   

噌渠が豊傭されている。   

暗渠が整備されていない。   

暗渠が整備されている。   

噌渠が整備されていない。   

暗渠が整備されている。   

暗渠が整備されていない。  

ケース1（施設・良水・暗渠）   

ケース2（施設・良水・N）   

ケース3（施設・N・暗渠）   

ケース4（施設・N・N）   

ケース5（露地・良水・暗渠）   

ケース6（露地・良水・N）   

ケース7（露地・N・暗渠）   

ケース8（露地・N・N）  

良質な水が得ら  

良質な水が得られない  

ほ均条件  

良質な水が得ら  

良質な水が得られなし  

基本的考え方   

短期的には、水による塩基濃度の低下と土壌溶瀾の浸透圧庵下げて根のストレスを少なくする。   

それによってケース分けを行う。   

長期的には、水稲の栽培等によって土壌条件を災害前の段階まで近づける。   

転作で水稲栽培が制限される場合でも湛水して栽培を継続できる作物を植え付ける。   

例：飼料稲等  

ケース分け  

①ケース1（施設・良水・暗渠）：暗渠を使った除塩を行っていれば（作土層の土壌分析を行うことが前   

提）、経営体が行っている本来の作付け体系に春作から戻れると考えられる。   

このケースについては、あえて言及の必要はないが、PHが適正範囲にあるかどうか確認し、栽培野   

菜の適正pHに矯正をする必要があると考える。  

②ケース2（施設・良水・N）：土作り・桝起・水張りを行った後、水稲栽培を行う。もしくは1999年  

11月に耕起を行ったほ場で、小麦ないしはイタリアンライグラスを播種し讃刈しハウス外に持ち出   

した後水張り・除塩を行う。その後は、土壌分析を行って充分に除塩されているほ場については、本   

来の経営を営む。ただし、土壌の下部に移行した塩がハウス栽培を行うと毛細管現象で地表面に影響   

を及ぼすことが考えられるので、元肥は少な目、土壌水分は多めに管理する。もし、除塩が消見でな   

かった場合、冬作も上記の除塩に取り組む。このケースについては、高設栽培のイチゴも考えられる。  

③ケース3（施設・N■暗渠）＝紫急避難的に設置される水を利用してケース1と同様の処理をする。   

緊急避難的な水が利用できなかったところについては、イタリアンライグラス＋青刈り水稲で除塩   

を行いトマトの栽培を行う。ただし、収星を確保できない可能性があるため、高糖度トマトとしての   

こだわり商霹：販売を行って経営を安定させる。  

④ケース4（施設・N・N）：ケース3同様に行うか高設のイチゴ栽培を行う。高設のイチゴ栽培を行う   

ときにはファームポンドを作るか大きめのタンクを用意して雨水を利用する。ただし、ケース3のよ   

うに行っても除塩はスムースに行えないと考えられるので充分時間をとる必要がある。イタリアン   

ライグラス＋水稲、小麦＋水稲も考えておく必要がある。  

（9ケース5（露地・良水・暗渠）：暗渠を使った除塩を行っていれば、経営体が行っている本来の作付け   

体系に春作から戻れると考えられる。   

このケースについては、あえて言及の必要はないが、PHが適正範閏にあるかどうか碓認し、栽培野   

菜の適正pHに矯正をする必要があると考える。（特にバレイショ）   
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（診ケース6（露地・良水・N）：土作り・桝起・水張り後水稲栽培を行う。もしくは1999年11月に桝  

起を行ったほ場で、小変ないしはイタリアンライグラスを播種し肯刈しほ場外に持ち出した後水張  

り・隙塩を行う。その後は、土壌分析を行って充分に除塩されているほ場については、本来の経営を  

営む。ただし、マルチ栽培は、土壌水分が上方へ移行するので勧められない。もし、除塩が満足でな  

かったならば、もう一度冬作も上記の除塩に取り組むか、いぐさ等の塩に強い作物を栽培する。  

除塩が遊んだときの路地野菜の作目としては、キャベツ、ブロッコリー、ダイコン、根深ネギ、ハ  

クサイが考えられる。しかし、これらの露地野菜については、価格が非常に不安定であるため販売を  

見越した営農が必要である。   

（カケース7（露地■N・順当護）：イタリアンライグラス＋グリーンミレツト、ないしはイタリアンライグ  

ラス＋青刈り水稲で充分に除塩した後土壌分析を行い、露地野牒の減培を行う。  
除塩が進んだときの露地野菜の作目は、ケース6に準じる。   

⑧ケース8（露地・N・N）：ケース7に準じた管理を行って除塩するが、梅雨期の降水量によって除塩  

の程度が決まるので単年度では靴しいと考えられる。暗闘を充分に見込んだ対策が必要。また、この  

ケースでは景初から2000年車の野菜の作付けはあきらめ、小麦＋水稲＋いぐさの体系を取り組むこ  

とも考えられる。  

除塩が進んだときの露地野菜の作目としては、ケース6に準じる。   

台風18号の塩害に伴う除塩と野乗作付けについて   

年月  2000  

作物名   12   1   2   3  4   5   6   7   8   9  10  皿  12  備考   

ケース  
小 麦   ×一  」  （水  稲）   4  

耕   
△  

り）  

ケース  

aS  （野乗）  2  

イタリアン  ケース  
ライクラス  ロー一一  

（水  稲）  

（秋まき）  

4  

イタリアン  ×－－－  
［コ   （野  ケ…ス  

ライクラス  aS   

（呑まき）   

2  

苗の  
■■ 去三Jも  

‘岩ぎ三／t 「司6又  同声又  定植  収穫  

イチゴ  確保  工事  

［コ   開始   

ケース  

喜刈り水稲  ×  （青メ  8  

（移植）  水張り・除塩  

胃刈り水稲  
ーー×  

（青メ   

（直摘）  

凡 例  × 播種  △ 定植（植付け）  ○ 出穂期  □ 収穫期 as 土壌分析  
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●被害対策の経過  

台風18号の塩害に伴う除塩と野菜作付けについて  舅2表  

年月  2000  

作物名   
＝  12  2   3   4  5   6   7   8   9  10  皿  12  備考   

小麦  ×－－－  ［コ  い  
＋  耕  
起   

△   8  

水稲  △  

土づくリ  土作リ  移植  野菜類  ケ…ス  
＋  

T  土  
耕  

2、6  
青刈り  作  

水稲  り  

小麦  ［］   土  ケース  

＋  起   作 り   
3、4  

クリ…ン  
－－－－×  

高糖度  

ミレツト   
リ  aS  

トマト  

イタリアン  土  
ライクラス   

ケース  

（秋まき）  
作  7、8  

＋  起   
直摘  リ  

－－－－×  

青刈り  aS   

水稲   

イタリアン  士  
⊂1・－－－  

ケース  
ライクラス  作  
（秋まき）  

7、8  
り  

＋  起   一…｛×  

クリ仙ン  
ミレツト   

aS   

凡 例  × 播種  △ 定植（植付け）  ○ 出穂期  □ 収穫期 as 土壌分析  
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除塩対策指導関係参考蘭料  

lアグリ11月吉原稿「土づくリQ＆A」原稿から  

海水冠水l］］の除塩対策は？（要約版）  

●塩害発生のしくみ  

浸透圧の上昇一   

塩分過剰l吸収一  

土壌の塩基関灘  
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生育抑制  

トリウム粘土化一巡気・排水性悪化   

根腐れ  
ヒ壌微生物活性化の下一有機酸生成  

●除塩対策（①→②→‥・→⑧の順で実施）  

（D土壌分析による塩分のチェック  

土壌中の塩分含最で以下の除塩対策の要否、方法を判定します。   

②流入ヘドロの除去又は鋤込み  

ヘドロの化学組成、堆程主最を考慮して排土又は作二】二と混合します。   

③石灰質材散布  

ニヒ壌巾のナトリウムを石灰で閏検することで、粘土化した二【二地の物埋㈹三を改善します。   

④緋起・馴服  

石灰をニヒ機と混ぜるためと、音別くによるl酎籠効鵜を高めるために緋起します。   

⑤瀧水・排水  

十分な真水を音別くし、できるだけ縦浸透により排水します。幡渠の活用を図りましょう。   

⑥土壌分析による塩分チェック  

除塩効灘を把推します。（必要に応じて濯排水を繰り返す。）  

（∋除塩作物栽培  

より作物に影響の少ない土壌に近付けるため、麦畑や飼料作物等を栽培し荷刈り搬～二1」します。   

⑧土壌分析  

次作に備えて二】二項のpH、ECをチェックします。（異常値の場合は成分分析）   

⑨良質有機物没入  

塩害により弱まった微生物活性を高めるため、完熟聴きゅう肥等の良質有機物を施用します。  

＊代かきの陳塩効果について（普及指導資料から）  

「‾‾‾■’‾‾■‾－■■－－’－－■…‘…■－◆■‾  

璽 〔愛媛県農試の試験データ要約〕  

妻   冠水直後代かき日は、冠水後桝起拝lに比べて、塩素漉度における1屑（作土）の除塩効果は ‡  

‡高いが、2屑（20～30cm）の効果は少ない。  【  
」 】 ■、＿＿＿＿▼＿▼＿＿＿＿ “ ＿＿．「 【 ＿＿＿＿▼＿＿＿＿▼▼＿＿＿＿＿，▼＿▼＿▼＿」  

災害直後、作土中の塩素膿度を効柴的に除去するために代かきの作業を入れましたが、その後ヘドロ  

の流入という特殊な状況を考慮し、土壌の縦浸透を確保するために代かきは行わない方が良いと判断  

しました。   

ただし、潮風署により土壌（下層）への塩水の影響が少ない場合、ヘドロの堆積が無い場合、代かき  

しても日減水探が大きく排水良好な任1などでは、代かきを実施した方が効果が高いと考えます。  
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●被害対策の経過  

ll隙塩対策の流れ  

塩分濃度の確認  

（高濃度塩分土壌の目安）  
・水稲の場合：ECO．7ms／cm以上  

（Cl濃度100mg／100g以上）  
・野菜、果樹   
花きの場合ECO．5ms／cm以上  

（Cl濃度50mg／100g以上）   

ECO．3ms／cm以下の水  
10a当たり100t必要  

真 水 の 確 保   

＿ ＿．．＿  I  

こ流入潟土の除去・化学組成、堆積墨を考慮して耕土する   
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2 塩睾に対する取り組み状況  

（1）県段階の推進状況  

ア 推進会議等の開催  

塩害地域の状況細線及び連携を図るため、関係者課、農業研究センター、、普及センターによ  

る除塩対策推進会議及び現地検討会を開催し、塩害対策指導の推進を囲った9  

平成11年10月12日  

11月 5日  

11月Ⅰ2日  

12月2Q日  

平成12年 3月1日  

5月22日  

第i国際塩対策推進会議  

地域推進会最  

第2国際塩対策推進会議  

第3国際塩対策推進会議  

現地検討会  

第4回除塩対策推進会議  

イ 農業専門技術員室による指導活動支援  

地域における指導活動を支援するため、除塩技術対策費料及び作物栽培管理技術対策資料   

等を提供するとともに、現地調査及び指導活動等を実施した。  

り 塩分調査分折詰果の取りまとめ  

普及センターで実施した塩分繭査分析の結果について、マップ化等による整理を行った。  

（2）宇械・八代農業改良普及センターにおける活動の状況   

ア 塩害対策推進連携会議等の陶償  

被害発生以来、宇城・八代の両地域においては、地域営農対策会議並びに各町営農連絡会諸  

等を開催し、塩害対策における連携強化を図った。   

開催の状況ほ、次のとおりである。  
（平成12年3月禾現在）  

回  数   主  な  内  容   

t被害状況把握及び対策推進について  

手械地域   
▲塩分調査及び降壇対策の推進について  
■作物栽培対策の推進について  
・塩害水田転作営農対策の推進Lこついて   

・被害対犬況把握及び対策推進について  

ハ代地域   1B  
・塩分調査及び降壇対策の推進について  
・作物栽培対策の推進について  
・塩雫水田転作営農対策の強運につし、て   

合  計   29  

イ 僅労濃度調資の実施  

塩害ほ場の被害実態の把握及び除塩の状況を把握するため、町・JA等閑係機関＝と一体となっ  

て塩分鴇度諷査を実施した。   

延べ調査点数・ほ場数、案ほ場数は、次のとおりである。  

写真2 土壌分析風恵  

（平成†2年3月弄現在） 写真†土壌採取風景  

点 数  ほ場数  実ほ場数   

宇唯地域  、1，β盛3   8串0   390   

ハ代地域  ヰ．91¢  3．55β  1－853   

合  計  5．9昏9  4．43窄  1，443   

l叫1  

、 

Iニヨ：  ＿ あ J  
関係横間が一俵となU土壌採取・分析にあたった。  
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●横車対策の経過  

ウ 除塩対策及び作物栽培指導の実施  

塩害ほ場の除塩め推進及び塩分磯度が低下したほ場における作物栽培の適正管理等恕推進  

するため、指導・検討会及び個別指導を実施した。  

指導・検討会の実施状況は次のとおりである。  
（平成12年3月未現在）  

回 数   主  な  内  容   

・塩分調葦結果説明及び除埴対策と今後の営農について  
手械地域   29  ・除塩作物の導入について  

・作物栽培現地指導   

・塩分調査結果説鯛及び除塩対策と今後の営農について  
八代地域   40  ・除塩作物の導入について  

・作物栽培現地指導   

合 計   69  

集落座談会  泥土の除去作業  泥土除去後の客土作業  湛水による除塩作業  

エ 調査・展示ほの設置及び栽培試演等作業施  

塩害ほ場に掛ナる作物の生育状祝鵬巴握及び栽癖管理技術等の僚討と実証のたぬ麦、いや   

き、イチゴ、メロン、キャベツ等の栽培作物についで、調査ほ及び展示ほ凌設置した。  

車た、宇城普及センターにおいて臥現地の土壌港用いて、．メロン、トマト、キヤ彗ツ等の  

発芽試蕨と栽培試験を実施した①  

調査ほ及び展示ほの設置収況昧次のとおりである。  

坪成12年3月末飽在）  

設置数   調査、展示肉寧の概要   

・除堰対策案施状況及び壇分濃度の追跡魂査  
宇城地域   7  ■栽培背理対策指導及び実施淑況調査  

・作物生育状況調査   

・嘩塩対策案施状況及び塩分濃度の追跡訝査  
八億地域  50  ・栽培管理対策頻薄衣び奏施磯況調査  

・作物生育状況調査   

合 計   57  
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（翻堰寄脚離婚旧状況   

ア 磯昏画境1，舶駄aの曙9昏％の1♭4こ88h泳が衝l郎普及屯＝ンター調べ：平成ほ嘩5月1日凝在）  

土壌中の魔素潰療が1饉m郎0日率以下（8・1％以下）恵基準として、浄土尊排土、客土疇喪  

排水幣落球等の除塵対策が実施きれ、平成1翌年与置1日窺在で、Ⅰコ昭6ha由磯睾両横に計レ  

r際塩事業ユ両級774奴、農褒め自主的廠墟面鏡634haて鉛厨1，48飴色が復旧。割合で鰍99 

％と殆営が復旧しでい多と見込まれ凱  

町 笥   
塩害被害面積  領 l白 面 梧  禾嶺旧  

魯夷  合 計   面積   
備 考  

除塩重賞   自 主  

不観光町   12B   7鵬（83％）   ほ郎綽蠣   2 
濠僚旧地8ニつ  

松腐町   3酎   1宅梅（54％）   157   35那S泊％）   6   いそは、ア仔2や  

カ＼川町   135   1武将噺和   14   1謝聯摘）   
日渡在、落水除  
墟等により嘩  

績  町   114   4盈（37弼   ア1   113∈99、％）   腰作悩可磯庵  
漑慮点で嘔憾  

竜ヨヒ町   昏88   31（）匝5％〉  3才2   昏紀拶9％）   6   していると見  

合  計   1，426 7ア4（54％）   634  1．488圏9瑚   18   
込まれ車扱  

鹿渡旧敵ゝ塩分地軸痩臆累及應営遜センター怒㈱か塾推定したあ¢で轟轟。  

（参考資料1）塩分漉寮調査結果概要（塩分濡虔測地慮朝会の推移）  

（注1）不欄L九町・楢欄肝卜小川町は、同一穐点を牡観して舶した絨で点る．  

嘩革轡炉勅賦払鞘鯵潤う堀阻   
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●被害対策の経過  

隙塩対策調責■指導推進体制   
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（参考資料2）塩分濃度調書結果概要（調査地貞則塩分溝鹿の櫓紗事例）  

平成11年1¢月調査線果  

平成‘∧撫‘ ヨ調査結果  

（注〉基準滴を下厨った地点臥禅仰望を蒙許してい養い猟基準僑以下め地点としそ表示処逢しでもノ、る。  
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●被害対策の経過  

イ 作物の作付け状況（普及センター詞ぺ） 

平成12年5月1日時点の作付け状況は、いぐさ149h私麦52ha、野菜29Ila等ぞ計2与5haが作付  

されているが、未作付地1，1、71haについでは、殆どが稲作等のため作付準備中となっている且  

町 名  塩害被害 面積  野 葉  いぐさ   麦   
未作付地  

花 井  果 励  合 計   （作付準㈲   

不知火町   128   7．6   0．′0   0．0   0、0   23．8   30．6   97．4   

松橋町   361   2．5   3．0   15 0．0   0．0   20．8   340．2   

小 川 町   135   5．5   7．0   3，5   0，0   0．0   16．0   119．0   

菊   町   114   3．0   48．6   3．0   0．0   0．0   46．0   6B，0   

竜北町   688   10．1   99，0   30．0   2．0   0．3  141．4   546．6   

合 計  1，426   28、．7  149．0   5′1．8   2．0   2‡～．3  254．8  1，171．2   
僅）野菜：メロン、，トマ下、イチゴ、キヤぺツ等、花森‡トルコキキョウL又ターチス、カス三ソウ  

（′Nl」町：ケールの栽培状況）  

（不知火町：トマトの栽培状況）  

（松橋町ミメロンの栽培状況〉  （領町：いぐさの栽培状況）   
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（4）除埴対策及び除塩後の作物栽培事例  

事例1  場 所：小川町住吉  作物名：トマト  

○塩害被害の状況  

1塩水の流入状況   

塩水が砂川左岸から流人し、半日間程度、は場全面が   

冠水した。   

当時は、メロンの栽培を予定して、定植の準備を進め   

ていた。  

2 ヘドロ流入の有無   

有り：1～2仁山程度  

3 被害直後の土壌塩分の∴濃度   

9／30 CllIO．Qm釘100g  

O除壌対策の実施状況  

1排水対策の状況   

強制暗渠施設が整備されている。  

2 除塩の方法   

（1）地下水を約1日半汲み上げて、ほ場いっぱいになったところで4日蘭湛水し、その後、強制暗  

渠により排水する作業を3固練り返した。   

（2）更に、4回目は除塩資材を投入して、湛水して代かきを行い、強制暗渠による排水を実施した。  

○塩分濃度の推移  

9／30 10／8 10ノ21 11／15   1／20  ＊4／11  

●Clll白，0  59．0 149．0 199．5 202．0 183．0及び36q．0  

＊4月分析値のうちで値の高い方は生育不良部分  

（考察）除塩作業により塩素溝度は一時減少したが、ビニール被覆後乾燥等により下層の塩素  

が上昇してきたものと推察される。  

○新種概要  

1画  境：60a  

2 品  種：ろくさんまる（サカタ）  

3 定  植：12月2日（経済連からの購入宙）  

4 栽構密度：畝間2OCIcm、林間5（）cm、′2条植え  

5 施  肥：元肥無し（メロンの元肥を施用しでいたため）  

○栽培管理上の工夫   

塩素浪度が高いことで∴果実の小玉果や尻腐れ果の発生が多くみられたため、白月以降の気温上昇に  

伴い、滞水量を通常より多くして管理した。  

0生育状況及び考察  

●初期生育は低湿期からスタートしたため晴着や生育   

の遅れ等により草勢は弱かったが、年明け後は追肥等   

の管理により草勢は回復した。  

●2月に入り潅水を控えたことにより、塩分が地表面に   

上昇したものと思われ、さらに着果負担が大きくなっ   

てきたため葉先枯れや成長点部の先細り等の兆候が   

見れ、尻腐れ果や小玉果等も発生した。  

●3月中旬以降さらに茎が叩くなり、尻腐れ果の発生が   

増加した。その後潅水量を多くしたため、その傾伺は  

少なくなった。  

（考療）ビニール被覆後は潜水チューブによる泥水であるためやや潜水むらが生じ、ほ場内に塩素濃  

度むらが生じているものと思われ、今作後に再度由除塩作業が必要と考えられる。   
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●被害対叢の経過  

事例2  場 所：不知火町亀松  作物名：トマト  

○塩害被害の状況  

1塩水の流入状況   

塩水が大野川右岸から流入し、半日間程度、ほ場全面が冠水  

した。   

当時は、トマトの定植準備を進めていたが、定植が遅れるこ   

ととなった。  

2 ヘドロ流入の有無   

有り：5cm程度の堆積があった。  

3 被害直後の土壌塩分の濃度   

9／27 C1373．Om釘100g  泥土が堆積したほ環状況  

○除塩対策の実施状況  

1排水対策の状況   

暗渠施設が整備されている。  

2 除塩の方法   

（1）ヘドロは9月27日～10月8日にかけて水を張り泥水状態にして、ひしゃく等で汲み出した。   

（2）その後、10月8日～10月22日にかけて、湛水して暗渠より排水する作業を4回繰り返した。  

○塩分濃度の推移  

9／27 10／22 12／9 1／17 2／28  4／11  

●C1 373．0 144．0  87．0 14．0  97．0  93．0  

（考察）除塩作業により塩素濃度は一時低下したが、ビニール被覆と少量潅水による乾燥等により塩  

素濃度がやや高くなったものと推察される。  

○耕種概要  

1両  横：40a   

2 品  種：桃太郎（白根）   

3 播  種：10月22日   

4 定  植：12月6日～10日   

5 栽植密度：畝間170cm、株閤43cm、条間45cm（2条植え）  

○栽培管理上の工夫   

塩素濃度が高いことによるストレスで小玉果したが、高品質な塩トマト上の工夫として別売りする  

ため、潅水量を抑え気味に管理した。  

○生育状況及び考察  

●ほ場の準備が遅れ老化苗（下葉が3枚程度黄化）の定植となったため、晴   

着は遅れたQ  

●1月上旬に芯止まりの症状がみられたが間もなく回復し、その後ホルモン   

処理等の影響で柳菓が発生した  

●2月中旬には着果負担等によりやや   

草勢が低下して、先細りや一部に萎   

れもみられた。   

現在、茎は細く果実も小さい状態と   

なっている。  

（考察）次作で通常栽培を行うなら、  

再度の除塩作業が必要と考  

えられる。  

トマトを生産（H12．3）  
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事例3  場 所：竜北町若洲  作物名：麦  

○塩害被害の状況  

1塩水の流入状況   

海水が直接流入し、1日間ほどほ場全面が冠水した。   

当時は、水稲が収穫直前であったが収穫皆無め状態とをっ   

た。  

2 ヘドロ流入の有無   

無し  

3 被害直後の土壌塩類の濃度   

10ノ2 EC 2．15  

0除塩対策の実施状況  海水流入により収穫直前の稲が枯死した状況  

1排水対策の状況   

暗渠排水整備は行われていたが、被害後にサブソイラーによる排水対策を実施。  

2 除塩の方法   

10月下旬から用水を確保し、被害稲の処理後、耕起せずに湛水による除塩を2～3回実施した。  

○塩分濃度の推移  

10／2 10／19 11／19 12／、8 1／27  

●EC 2．1∈；  1．44  0．94   0．17 〔）．15  

●Cl  一 240．0  155．0   13．Q  7．0  

（考察）12／由の分析結果では、塩素濃度が大幅に減少している。これは∴湛水とサブソイラーを阻み  

合わせた除檻対策の効果と考えられる。  

○耕種概要  

1播 種：11月5日（散播き：12k釘10a）  

2 施 肥：元  肥（264化成：4Ok釘IOa）  

追肥2／20（硫  安：1触感10且）  

○生育状況及び考察  

●発芽は良好であった。  

●12月の気温がやや高めに推移したため、初期成育は順調であった。  

●2月25日時点で草丈が10～12cm、茎数が300～350本／ポ程度確保され、ほぼ標準的な生育で  

あった。  

●気象条件に恵まれたことから、3月以降も順調に生育し、収量は平年以上の約450kg／10aであった。  

■‘ニー  肌＝＝  

低調に生育している状況（H12  

（考察）麦は、耐塩性が強いといねれているが、塔分濃度が大偏に減少したとはいえ、予想以上に生  

育が良好であった。  

このこと抹、いぐさについても言えることであった。   
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●職者対策の経過  

事例4  場 所：竜北町若洲  作物名：キャベツ  

○塩害被害の状況  

1海水の流入状況   

海水が直接流入し、豹10時間ほど、ほ場全面冠水  

した。   

被害時には、キャベツ定礎直後であったため、皆   

熱となった。  

2 ヘドロ流入の有無   

無し  

3 被害直後の土壌塩分の濃度   

9／27 EC O．78  

0除塩対策の実施状況  海水流入により定植直後のキャベツが枯死した状況  

1排水対策の状況   

暗渠排水整備は行われていたが、被害後にサブソイラーによる排水対策を実施。  

2 除塩の方法   

（1）海水流入1週間後に炭酸かレシウム（100kg／10a）を施用し、桝起を行った。   

（2）水道水により準水を3周（9月28日～10月10日まで）実施した。（湛水量1000且／畦）  

○塩分濃度の推移  

9／27  

●EC O．78  

●Cl  

（考察）ほ場が、不知火干拓の中央部に位置していたため、塩分の堆積が少なかったと考えられる。  

○耕種概要  

1播 種：8月16日  

2 定 植：9月28日～29日  

3 収 穫：2月上旬から5月まで  

4 施 肥‥尿  素 30k釘10a追肥（定植1週間後）  

S646化成 35k釘10a追肥（定植2週間後）  

／／   40k釘10a捌巴（定植2ケ月後）  

0生育状況及び考察  

●定植から結球始め期までは、やや遅延傾向に移行した。  

●12月に結球が始まった（2週間の遅れ）  

●収畢は■、．玉太りが若干劣ったため、平年の8割の約4t／10aとなった。（平年収量 51／18a）  

順調に生育している状況（Hll．12）  嘔脚を迎えた状況（H12，3）  

（考察）被害直後に、湛水、石灰資材の投入、サブソイラーによる除塩対策を迅速に行ったことが、春  

キャベツの収穫につながったと考えられる。現在も若干の塩分の残留が考えられるが、農閑期  

の湛水除塩により次回キャベツの作付けでの生育は良好になるものと考えられる。  
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●参考資料   

V】台風被害写真  

1掲示箇所  

・知事室  

・本館一階ロビー  

・九州農政局  

・農林水産省  

・自治省  

2 被害状況写頁   
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●参考資料   
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●参考資料  

119   



120   



●参考資料   
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